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鹿屋市立大姶良中学校 学校だより 平成３０年度 第７号

ＹＤＯ（やれば できる 大姶

良）
所在地：鹿屋市田淵町９８７番地

TEL：0994(48)3125

FAX：0994(48)2564
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《 校 訓 》

たくさんのご来校に感謝！ ～ 土曜参観＆合唱コンクール
７月１４日（土），授業参観及び合唱コンクールを開催しました。初めての土曜授業日開催でし

たが，例年以上にたくさんの保護者の皆様に来校していただき，生徒の様子を参観していただくこ
とができました。お陰さまで生徒も教師も程良い緊張感をもって授業や合唱コンクールに臨むこと
ができました。感謝申し上げます。

《合唱コンクール》 心がそろった合唱に感動！
合唱は一朝一夕には完成しません。各パートの音とりから始まるパート練

習や，パート練習を合わせる全体練習，指揮者や伴奏者との意思疎通等，練
習の積み上げが欠かせません。そして，１学級３０人前後の学級合唱は，全
員が声を出さないとハーモニーが完成しないぎりぎりの人数でもあります。
ですから，全員の心が歌うことにそろわないと目指す合唱はできません。言

うのは簡単ですが，非常に難しいことです。発表に至る各クラスの合唱の裏にはたくさんのドラ
マや苦労があったようです。そういう積み重ねの成果として，どのクラスも例年以上のすばらし
い合唱を披露してくれました。

よい学校とは，学年が上がるにつれて生徒が成長している学校です。１年生よりも２年生，２
年生よりも３年生が中学生らしい学校生活を送っている学校です。３年生の合唱はそれを証明す
るものでした。２年生の合唱には成長の跡がうかがえました。１年生も初めての合唱挑戦でした
が一生懸命さが伝わるいい合唱でした。

これからは合唱で培った学級のまとまりを，学び合いの学習や学校生活の課題解決に生かして
行ってほしいと思います。

【１席：３年２組】【指揮者賞：山下 剛寛】【伴奏者賞：堂脇 悠斗】

【２席：３年１組】 【３席：２年１組】
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栄光を讃える

◇ 第１回英語検定合格者
【準２級】髙橋 桜子②
【３ 級】

伊牟田凜々① 竹井 陽祐②
上船 智佳③ 持増 優希③
今別府紗帆③ 宮園 匠③
田之頭 剛③

【４ 級】
中鶴 苺花② 池田 愛唯②
深水 花音② 原口 太一②
森 晴都② 東郷 祐聖③
竹下 摩優③ 藥師 千尋③

【５ 級】
柿内 朔良① 飯田 朝陽②

７ 月 行 事
20日(金) 終業式
28日(土) ジャズバンド定期演奏会

※県中学総体関係
陸 上(21日～22日)
硬式テニス(23日～24日)
ソフトテニス(23日～25日)
バ レ ー(24日～26日)
水 泳(24日～25日)

８ 月 行 事
1日(水) 出校日

11日(土) 大姶良夏祭り

13日(月) 学校閉庁日（～15日）

19日(日) ＰＴＡ親子奉仕作業

※ 午前６時～８時(小雨決行)

熱中症対策(帽子，水分補給)

刈払機，軽トラック等の協力

21日(火) 出校日

29日(水) 平和の花束２０１８

平成３０年度１学期 学校図書館利用者ベスト１０

第１位 山口 皐心③ 第６位 永濵 美咲③
第２位 川原 修斗② 第７位 飯田 朝陽②
第３位 園田 麻雅③ 第８位 上船 祐美①
第３位 荒原ゆずは① 第８位 八代 拓巳③
第５位 寺田 莉緒③ 第10位 下宮 寛太②

※ 例年になく３年生がベスト１０の半数を占めました。

※ 夏休み期間中も学校図書館を開放しています。もっ
と本を読みたい人，夏休み課題や試験に向けて自主学習
をしたい人は，どんどん利用してください。涼しいよ！

《平日のみ 9:00～12:00，14:00～16:00》

ちょっと待て！スマホでトラブらない心得を確認

◇スマホを使うことは，インターネットを使うこと

１ 世界中の人に見られる可能性がある。

２ 情報や相手の発言の真偽を確認しにくい。

３ 一度発信した情報は完全には削除できない。

４ 不正使用されたり情報がもれてしまうこともある。

５ 警察は情報の発信元の機器を特定できる。

６ インターネットは公共の場。プライベート空間ではない。

◇スマホも人生も考えること・想像することが大切

□ 「文字だけでは感情は伝わりません。」

→ メッセージは会って話す時以上に丁寧に

□ 「他の人の権利を大切に」

→ 名誉棄損，肖像権の侵害，著作権法違反につながる。

□ 「使いすぎに気を付ける」

→ スマホから離れる時間をつくる。

□ 「ルールやマナーを守って」

→ 歩きスマホは厳禁。

公共施設での使用マナーを守る。
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困難が人を育てる

大人は、子どものために困難な状況を回避するような手を差し伸べるのではなく、たくさんの困難を経

験させ、対人関係力を身につけさせることが大切であると言われています。

夏休みはいろいろな体験を

【子どもとどのように関わるか】

・困難が子どもの心を育てる。

・後方支援に徹する。

・種を心のまくイメージを

・魂くらべ（試行錯誤を見守る）

・こまめに対応しない（雑に対応）

・大木に見えるようにどっしり構える。

【子どもに伝えてほしいこと】

・いやな時もあれば、いろいろな 人もいる（多様性、多面性）。

・ルールはあるよ（最低限あいさ つ・返事、早起き、片付け等）。

・心の中で感謝しようね。

・時には闘うこともあるよ（自己 防衛・己主張が必要な時がある）
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